
地方創生推進交付金に係る評価（野々市市単独での評価） 

１）交付対象事業の名称等 

交付対象事業の名称 事業タイプ 
推進交付金 

対象事業総額 
事業実施期間 

「自分のまちは自分で守る」地域の絆を

活かした地域の安全向上事業 
横展開タイプ 67,000 千円 

地域再生計画認定の日から、 

平成 31 年３月 31 日（３ヶ年度） 

29 年度推進交付金事業総額 29 年度推進交付金申請額 担当部署 

15,118 千円 6,957 千円（対象事業額の 1/2） 環境安全課 介護長寿課 

 

野々市創生総合戦略推進会議の評価  総合戦略の位置付け 

事 業 の 評 価  基本戦略３ 

“まち”と“ひと”のつながりを創る 

～地域・広域連携によるまちの基盤充実～ 
□ 

ののいち創生総合戦略の 

ＫＰＩ達成に 

有効であった 

□ 

ののいち創生総合戦略の 

ＫＰＩ達成に 

有効とは言えない 

 

施策３－２ 安心な暮らしの確保 

１ 高齢者が安心して暮らせる地域の構築 

２ 人口減少に対応した地域組織の充実強化 

 

２）交付対象事業の概要 

地域の安全向上の核となる新たな組織を設立する。この新組織を設立するための準備として、防災情報の啓発や防災力向上

に関する事業を実施する。拠点避難所の環境整備、外国人向け防災ハンドブック作成などを行う。これらの準備が整い次第、

地域の安全向上を担う新組織を設立することを計画している。 

また、高齢者に対し日常の助け合いを充実するとともに、地域の課題を自分たちで解決していく仕組みづくりに取り組むこ

とで、防災、防犯の意識がめばえるとともに、当市への誇りや愛着を持つ市民が増加し、新たな地域コミュニティの構築や地

域の活性化が図ることができる。 

 

３）実施内容 

○外国人向け野々市市防災情報啓発事業 

 ・「野々市市外国人向け防災パンフレット」作成、印刷 

 

〇拠点避難所防災力向上事業 

 ・市総合防災訓練開催 

 ・組立式トイレ組立訓練 

 ・アルファ米、とん汁、組立式トイレ等購入 

 

○地域包括ケアシステム基盤整備事業 

・アパートに住む高齢者の生活支援（SMILEサービス） 

・介護職の人材確保のための魅力発信（ののいち介護ラボ） 

・30分座りっぱなしをやめる活動の普及（STAND UP301） 

・コンビニを活用した栄養講座（コンビニ栄養学講座、コンビニ活用講座） 

 

４）交付対象事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）と実績値 

 〔達成率：H29 実績値÷H29 目標値、最終年度に対する進捗率：H29 実績値÷H30 目標値〕 

ＫＰＩ① 

自主防災組織が行う防災訓練の開催割合 事業開始前 21.3%⇒平成 30 年度 74.0% 

事業開始前 H29 実績値 H29 達成率 H29 目標値 H30 目標値 最終年度に対する進捗率 

21.3% 67.0% 113.6% 59.0% 74.0% 90.5% 

ＫＰＩ② 

消防団員数 事業開始前 107 人⇒平成 30 年度 130 人 

事業開始前 H29 実績値 H29 達成率 H29 目標値 H30 目標値 最終年度に対する進捗率 

107 人 118 人 97.5% 121 人 130 人 90.7% 

ＫＰＩ③ 

地域包括ケアシステム構築に携わる活動団体数 事業開始前 ０団体⇒平成 30 年度 10 団体 

事業開始前 H29 実績値 H29 達成率 H29 目標値 H30 目標値 最終年度に対する進捗率 

０団体 ７団体 116.7% ６団体 10 団体 70.0% 

事 業 の 効 果 

 

□

地方創生に非常に 

効果的であった 

（達成率 100％） 

 

■

地方創生に相当程度 

効果があった 

（達成率 80%以上～100%未満） 

 

□

地方創生に 

効果があった 

（達成率 50%以上～80%未満） 

 

□

地方創生に 

効果がなかった 

（達成率 50%未満） 

 

５）実績値を踏まえた今後の方針 

今
後
の
方
針 

□ 追加等更に発展させる （理 由） 

緩やかな人口増加が続き、学生や子育て中の若い世代をはじめ、外国人住民が増加し

ている。一方、持ち家率が低く、地域の繋がりが希薄な市民が増加する傾向にある。特

に、新たな市民が市に対し誇りや愛着を持ちにくい環境にあり、万が一の発災時におい

て、地域防災力を発揮できない現状にあることから、今後も事業を継続すべきである。 

□ 事業内容の見直し（改善） 

■ 事業の継続 

□ 事業の継続の中止 

□ 予定通り事業を終了 

野々市市外国人向け防災パンフレット 組立式トイレ組立訓練 

SMILEサービス ののいち介護ラボ 

資料２－１ 



地方創生推進交付金に係る評価（県全体での評価） 

１）交付対象事業の名称等 

交付対象事業の名称 事業タイプ 推進交付金対象事業額 担当部署 

百万石の伝統を活かした文化・観光プロジェクト 県広（連携） 400 千円 地域振興課 

 

野々市創生総合戦略推進会議の評価  ののいち創生総合戦略の位置付け 

事 業 の 評 価  基本戦略１ 

しごとを創る 

～野々市らしい産業の創出～ □ 

ののいち創生総合戦略の 

ＫＰＩ達成に 

有効であった 

□ 

ののいち創生総合戦略の 

ＫＰＩ達成に 

有効とは言えない 

 

施策１－２ 地域の産業の再生と強化 

２ 観光の活性化等を通じた交流人口の増加 

 

２）交付対象事業の概要 

【全体事業概要】 

石川県と県内市町、金融機関等が連携して、本県が有する豊かな文化や伝統の魅力を体感できる旅行商品の造成支援や国内

及び海外へのプロモーション活動を実施するとともに、こうした質の高い本物の文化を支え、発信する人材の育成に取り組む

ことによって、地域における魅力ある雇用の場の創出や交流人口の拡大を目指す。 

 

【野々市市関連事業概要】 

小松空港周辺７市町（金沢市、小松市、加賀市、白山市、能美市、野々市市、川北町）において、地域として誘客を促進し

たいと考える観光素材や地域の魅力を実感できる体験等の観光素材について、これらを組み込んだ旅行商品の造成・販売を支

援することで、首都圏からの旅客を地域へ呼び込み、地域活性化・地域の魅力向上に繋げるもの。 

あわせて、石川県の重要な交通基盤の１つである小松・羽田便の活性化を図る。 

 

 

３）実施内容 

航空利用観光誘客促進事業（小松空港協議会） 

 小松－羽田便を利用し、宿泊を伴った体験等の観光素材を組み込んだ旅行 

商品の造成支援 

◇旅行パッケージ（野々市市に関係するもの） 

・【往復飛行機利用】レンタカー＆特典付！１泊２日 等（オリオンツアー） 

（喜多家住宅の見学を提案） 

・早春の古都金沢・世界遺産五箇山・白川郷２日間（阪急交通社） 

（旧魚住家住宅を見学） 

 

 

４）交付対象事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）と実績値      〔達成率：H29 実績値÷H29 目標値〕 

ＫＰＩ① 

石川県内への観光入り込み客数 

事業開始前 H29 目標値 H29 実績値 H29 達成率 

2,502 万人 2,626 万人 2,475 万人 94.2％ 

ＫＰＩ② 

兼六園周辺文化施設の年間入館者数 

事業開始前 H29 目標値 H29 実績値 H29 達成率 

75 万人 81 万人 105 万人 129.6％ 

ＫＰＩ③ 

金沢港へのクルーズ船寄港数 

事業開始前 H29 目標値 H29 実績値 H29 達成率 

18 本 30 本 55 本 183.3％ 

事 業 の 効 果 

 

□

地方創生に非常に 

効果的であった 

（達成率 100％） 

 

■

地方創生に相当程度 

効果があった 

（達成率 80%以上～100%未満） 

 

□

地方創生に 

効果があった 

（達成率 50%以上～80%未満） 

 

□

地方創生に 

効果がなかった 

（達成率 50%未満） 

 

５）実績値を踏まえた今後の方針 

今
後
の
方
針 

□ 追加等更に発展させる （理 由） 

地域への誘客を促進する取り組みを引き続き行い、更なる地域活性化・地域の魅力向上

に繋げることと合わせて、小松空港の利便性を維持するため新たな利用者の確保と現在

の利用者の継続した利用を他の市町と連携して図っていく必要があるため、今後も事業

を継続すべきである。 

□ 事業内容の見直し（改善） 

■ 事業の継続 

□ 事業の継続の中止 

□ 予定通り事業を終了 

資料２－２ 

（一部抜粋） 



地方創生推進交付金に係る評価（野々市市単独での評価） 

１）交付対象事業の名称等 

交付対象事業の名称 事業タイプ 
推進交付金 

対象事業総額 
事業実施期間 

旧北国街道を舞台とした「野々市版 

コミュニティ・リビング」創出プロジェクト 
横展開タイプ 46,430 千円 

地域再生計画認定の日から、 

平成 32 年３月 31 日（３ヶ年度） 

29 年度推進交付金事業総額 29 年度推進交付金申請額（対象事業額の 1/2） 担当部署 

【認定時】 3,224 千円 

【実 績】 3,170 千円 

【認定時】 1,612 千円 

【実 績】 1,585 千円 
地域振興課 市民協働課 生涯学習課課 

 

野々市創生総合戦略推進会議の評価  総合戦略の位置付け 

事 業 の 評 価  
基本戦略１ 

しごとを創る ～野々市らしい産業の創出～ 
□ 

ののいち創生総合戦略の 

ＫＰＩ達成に 

有効であった 

□ 

ののいち創生総合戦略の 

ＫＰＩ達成に 

有効とは言えない 

 

施策１－２ 地域産業の再生と強化 

１-２-１ ６次産業化支援と特産品のブランドの育成 

１-２-２ 観光の活性化等を通じた交流人口の増加 

１-２-３ 中心市街地の活性化 

 

２）交付対象事業の概要 

中心市街地の都市再生を目的に推進している野々市中央地区整備事業の集大成として、平成 31 年４月に「にぎわいの里のの 

いち カミーノ」が開館する予定である。「旧北国街道を舞台とした「野々市版コミュニティ・リビング」創出プロジェクト」 

では、この「にぎわいの里ののいち カミーノ」や「学びの杜ののいち カレード」といった拠点施設を北国街道でつなぎ、 

エリア全体としてまちづくりや市民活動の担い手の育成、特産品の開発及び観光振興、市民主体の事業企画の推進に取り組む 

ことで、にぎわいを創出して交流人口を増やし、定住人口の増加及び産業の振興につながる本市の創生をめざす。 

 

３）実施内容 

○石川県立大学との連携による特産品の開発研究 

 ・市花木である椿の葉を活用したお茶 

 ・市特産品であるヤーコン 

○まち・ひとにぎわいセミナーの開催（全３回） 

〇観光 PR ポスターの製作 

○民間商業施設運営体制構築の検討（コーディネート委託） 

〇市民活動支援検討委員会での市民活動センターの活用方策の検討 

 

４）交付対象事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）と実績値 

 〔達成率・・・・・・・・・・H29 実績値÷H29 目標値 

最終年度に対する進捗率・・ＫＰＩ②は  H29 実績値÷H31 目標値 

             ＫＰＩ①③は H29 実績値÷（３カ年の増加分の合計）〕 

ＫＰＩ① 

休日の滞在人口（人） 【事業開始前】41,777 人 → 【平成 31 年度】45,000 人 

事業開始前 H29 実績値 H29 達成率 
H29 目標値 

（増加分） 

H30 目標値 

（増加分） 

H31 目標値 

（増加分） 

最終年度(H31)

に対する進捗率 

41,777 人 821 人 368.2％ 223 人 1,000 人 2,000 人 25.4% 

ＫＰＩ② 

まちづくりを促進するファシリテーター養成講座の受講者が企画した事業数（件） 

【事業開始前】１件 → 【平成 31 年度】５件 

事業開始前 H29 実績値 H29 達成率 H29 目標値 H30 目標値 H31 目標値 
最終年度(H31)

に対する進捗率 

１件 ０件 ０％ ３件 ３件 ５件 ０％ 

ＫＰＩ③ 

野々市市観光物産協会会員（人） 【事業開始前】135 人 → 【平成 31 年度】160 人 

事業開始前 H29 実績値 H29 達成率 
H29 目標値 

（増加分） 

H30 目標値 

（増加分） 

H31 目標値 

（増加分） 

最終年度(H31)

に対する進捗率 

135 人 11 人 220.0％ 5 人 10 人 10 人 44.0％ 

事 業 の 効 果 

 

□

地方創生に非常に 

効果的であった 

（達成率 100％） 

 

□

地方創生に相当程度 

効果があった 

（達成率 80%以上～100%未満） 

 

■

地方創生に 

効果があった 

（達成率 50%以上～80%未満） 

 

□

地方創生に 

効果がなかった 

（達成率 50%未満） 

 

５）実績値を踏まえた今後の方針 

今
後
の
方
針 

□ 追加等更に発展させる （理 由） 

事業実施期間（３ヶ年度）の中間を迎え、「にぎわいの里ののいち カミーノ」の開 

館が迫る中、人材育成の各種講座やエリアを活用したイベントを継続して開催した結

果、本事業の認知度とともに期待も高まっている。政策間連携や関係団体との連携を強

化しながら、目標の達成をめざしていく。 

□ 事業内容の見直し（改善） 

■ 事業の継続 

□ 事業の継続の中止 

□ 予定通り事業を終了 

資料２－３ 

まち・ひとにぎわいセミナー 観光ＰＲポスター 



地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）に係る評価 

１）交付対象事業の名称等 

交付対象事業の名称 事業分野 事業総額 事業実施期間 

賑わい創出による創業マインドの育成計画 
企業誘致・起業支援 136,042千円 

地域再生計画認定の日から、 

平成 32 年３月 31 日（３ヶ年度） 

29年度寄附総額 29年度事業費 担当部署 

14,100 千円 18,400千円 産業振興課 生涯学習課 

 

野々市市創生総合戦略推進会議の評価  ののいち創生総合戦略の位置付け 

事 業 の 評 価  基本戦略１ 

しごとを創る～野々市らしい産業の創出～ 

施策１－１ 次代を担う産業の創出 □ 

ののいち創生総合戦略の 

ＫＰＩ達成に 

有効であった 

□ 

ののいち創生総合戦略の 

ＫＰＩ達成に 

有効とは言えない 

 

基本戦略３ 

“まち”と“ひと”のつながりを創る～地域・広域連携に

よるまちの基盤充実～ 

施策３－３ ふるさとづくりの推進 

 

２）交付対象事業の概要 

 本市は、図書館と市民学習センターを併設した「学びの杜ののいち カレード」をＰＦＩの手法で整備しており、出会いと交

流から賑わいを創出する市民活動拠点として活用している。カレードにおいては、創業に関する蔵書の配置や相談会、講座の

開催など、市内における創業希望者から創業後間もない方を総合的に支援することで、市内外の集客を見込む。また、図書館

の開館時間の拡大や広域の図書館との連携により、市内外の方を呼び込む。創業支援を中心に、市内外から人を呼び込み、人

の魅力を広く伝え、しごとづくり、移住・定住につなげることをめざす。 

 

３）実施内容 

○図書の調達冊数（H29.4～H30.3） 7,599 冊 

（ビジネス支援図書、地域の課題解決に役立つ図書、児童図書、 

読み聞かせボランティアに役立つ図書等） 

 

○子どもの読書推進につながる取組み（H29.11～H30.3） 

 ・おはなし会 22 回開催 子ども 延べ 576 人参加 

 

○地域の課題解決に役立つ情報を提供する取組み 

 ・市民歴史講座 1 回開催 27 人参加 

 ・イオン薬局相談会 1 回開催（1 時間） 9 人参加 

 

○創業支援事業 

 ・創業塾、創業セミナー開催 

 

 

４）交付対象事業の重要業績評価指標（ＫＰＩ）と実績値      〔達成率：H29 実績値÷H29 目標値〕 

ＫＰＩ① 

創業知識習得講座参加人数 

事業開始前 H29 目標値 H29 実績値 H29 達成率 

17 人 25 人 21 人 84.0％ 

ＫＰＩ② 

講座参加者のうち創業した人数 

事業開始前 H29 目標値 H29 実績値 H29 達成率 

０人 ５人 ３人 60.0％ 

ＫＰＩ③ 

市立図書館利用者数 

事業開始前 H29 目標値 H29 実績値 H29 達成率 

60,000 人 150,000 人 219,350 人 146.2％ 

ＫＰＩ④ 

市外利用登録者数 

事業開始前 H29 目標値 H29 実績値 H29 達成率 

2,200 人 3,250 人 7,992 人 246.0％ 

事 業 の 効 果 

 

□

地方創生に非常に 

効果的であった 

（達成率 100％） 

 

■

地方創生に相当程度 

効果があった 

（達成率 80%以上～100%未満） 

 

□

地方創生に 

効果があった 

（達成率 50%以上～80%未満） 

 

□

地方創生に 

効果がなかった 

（達成率 50%未満） 

 

５）実績値を踏まえた今後の方針 

今
後
の
方
針 

□ 追加等更に発展させる （理 由） 

創業塾や創業セミナーを開催することで、創業の実現につながっているとともに、同じ

志を持った仲間づくり・ネットワークづくりにもつながっている。当市の次代を担う創

業者の掘り起こしや育成に取り組んでいくために、今後も事業を継続すべきである。 

また、これまで以上に市民の満足を得られるような図書の選定、催しの開催に努めてい

く。 

□ 事業内容の見直し（改善） 

■ 事業の継続 

□ 事業の継続の中止 

□ 予定通り事業を終了 

 

資料２－４ 

おはなし会 イオン薬局相談会 

ビジネス支援コーナー 創業塾 


